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オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
、
学
校

が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
受
験
生
な
ど
に
開
放

し
、
入
試
説
明
会
や
見
学
会
な
ど
を
実
施

す
る
イ
ベ
ン
ト
の
こ
と
で
す
。
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
け
ば
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
だ
け
で
は
分
か
ら

な
か
っ
た
学
校
の
特
徴
や
雰
囲
気
を
、
よ

り
リ
ア
ル
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
催
時
期
は
主
に
7
月
か
ら
11
月
で
、
ほ

と
ん
ど
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
高
校

1
年
生
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。
通
年
で
実

施
し
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
が
、
大
規

模
な
も
の
は
夏
休
み
や
大
学
祭
の
時
期
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

特
に
３
年
生
に
と
っ
て
は
、
志
望
校
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
学
校
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
受

験
勉
強
に
も
明
確
な
目
的
が
生
ま
れ
る
で

し
ょ
う
。
自
宅
か
ら
の
交
通
ア
ク
セ
ス
を

実
際
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
受
験
当
日
の

下
見
に
も
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｏ
入

試
や
公
募
制
推
薦
入
試
の
相
談
・
エ
ン
ト

リ
ー
も
行
わ
れ
、
よ
り
受
験
に
密
着
し
た

内
容
を
行
う
学
校
も
あ
り
ま
す
。
一
、
二

年
生
や
志
望
校
が
決
ま
っ
て
い
な
い
人
で

も
、興
味
の
あ
る
学
校
に
出
向
く
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
悩
み
や
迷
い
を
解
消
で
き
る

き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

学
校
が
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

す
る
目
的
は
、
相
談
会
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

だ
け
で
は
伝
え
切
れ
な
い
、
リ
ア
ル
な
雰

囲
気
を
受
験
生
や
進
学
希
望
者
に
体
験
し

て
も
ら
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。教
育
理
念
、

立
地
、
教
育
分
野
と
い
っ
た
各
校
の
特
色

を
生
か
し
、
次
の
よ
う
な
行
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
休
み
、
ぜ
ひ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
参
加
し
て
み
よ
う
！

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

　

学
内
の
施
設
や
設
備
を
見
学
し
て
回
る

ツ
ア
ー
。
在
学
生
が
ガ
イ
ド
役
を
つ
と
め

る
場
合
が
多
く
、
普
段
は
部
外
者
立
ち
入

り
禁
止
の
施
設
を
見
学
で
き
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
学
年
に
よ
っ
て
通
学
す
る
キ
ャ

ン
パ
ス
が
異
な
る
大
学
の
場
合
は
、
両
方

の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

学
校
（
全
体
）
説
明
会

　

教
育
方
針
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
設
置
学

科
、
授
業
内
容
、
就
職
状
況
、
留
学
、
入

試
方
法
な
ど
、
大
学
の
自
己
紹
介
的
な
説

明
が
行
わ
れ
ま
す
。
学
校
紹
介
ビ
デ
オ
な

ど
が
放
映
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
視
覚　

的
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
大
学
や
学
科
の

特
徴
や
強
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
試
説
明
会

　

入
試
に
直
結
す
る
重
要
な
催
し
の
1
つ

で
す
。
入
試
出
題
者
に
よ
る
過
去
問
題
の

解
説
や
、
予
備
校
講
師
に
よ
る
学
習
法
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
、
今
、
知
っ
て
役
に
立
つ

情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。〝
こ
と
わ

ざ
問
題
は
必
ず
出
る
〟〝
近
現
代
史
を
重

点
的
に
〟
な
ど
、
ラ
イ
バ
ル
に
差
を
つ
け

ら
れ
る
有
利
な
情
報
が
必
ず
得
ら
れ
る
は

ず
で
す
。
説
明
会
後
に
は
、
過
去
問
題
を

配
布
し
て
く
れ
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
大
学
で
は
Ａ
Ｏ
入
試
や
公
募
制
推
薦

入
試
の
相
談
や
エ
ン
ト
リ
ー
の
場
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

体
験
授
業

　

大
学
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
授
業
を

30
分
か
ら
1
時
間
程
度
に
短
縮
し
、
高
校

生
向
け
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
す
。
模

擬
授
業
、
模
擬
実
験
、
体
験
実
習
と
い
う

名
前
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
学
校
や
学　

科
の
特
徴
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め

の
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
た
授
業
が
多
く
、
楽

し
く
体
験
で
き
ま
す
。

在
学
生
説
明
会

　

実
際
に
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
る
先
輩

か
ら
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
感
想
、
体
験
談
を

聞
け
る
機
会
で
す
。
授
業
内
容
や
単
位
の

取
り
方
な
ど
の
学
業
面
に
加
え
、
サ
ー

ク
ル
活
動
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
就
職
な
ど
、　

日
常
生
活
か
ら
将
来
の
展
望
ま
で
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
。
遠

慮
せ
ず
、
何
で
も
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

学
食･

ラ
ウ
ン
ジ
体
験

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
当
日
に
は
、
食

事
無
料
券
を
配
付
す
る
学
校
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
は
、
ぜ
ひ
学
食
の
メ
ニ
ュ
ー

を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
大
学
や
専
門

学
校
に
は
、
行
動
の
基
点
と
な
る
ク
ラ
ス　

教
室
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
学
食
や

ラ
ウ
ン
ジ
が
学
生
の
定
座
席
の
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
食
事
や
休
憩
す
る
だ
け
の
場

で
は
な
く
、
学
生
同
士
が
顔
を
合
わ
せ
、

腰
を
据
え
て
会
話
で
き
る
場
で
も
あ
り
ま

す
。
学
生
特
有
の
空
間
を
味
わ
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

参
加
記
念
グ
ッ
ズ

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
の
記
念
と

し
て
、
学
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
グ
ッ
ズ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
グ
ッ
ズ
の
ほ
か
、
募
集
要
項
や
入
学

願
書
な
ど
、
受
験
に
役
立
つ
限
定
ア
イ
テ　

ム
が
配
ら
れ
る
こ
と
も
。
見
て
、知
っ
て
、

体
験
し
て
、
そ
の
上
、
お
土
産
ま
で
も
ら

え
る
…
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加

は
、想
像
以
上
の
特
典
が
あ
り
そ
う
で
す
。

夏季休業中の予定
１学年 ２学年 ３学年

7

21 金 全校集会

22 土 茨城大学(水戸)オープンキャンパス

23 日

24 月 夏季課外 夏季課外 夏季課外

25 火 中学生体験入学

26 水 夏季課外 夏季課外 夏季課外

27 木 夏季課外 夏季課外 夏季課外

28 金 夏季課外 夏季課外 夏季課外

29 土 茨城大学(日立,阿見)オープンキャンパス

30 日

31 月 夏季課外 夏季課外 夏季課外

8

1 火 夏季課外 夏季課外 夏季課外

2 水 全統模試(希望者) 全統模試(希望者) 夏季課外

3 木 夏季課外

4 金 夏季課外

5 土

6 日 福島大学オープンキャンパス

7 月

8 火

9 水

10 木 全統ﾏｰｸ(いわき明星)

11 金
全統ﾏｰｸ(いわき明星)

会津大学オープンキャンパス

12 土

13 日

14 月

15 火

16 水

17 木 夏季課外

18 金 夏季課外

19 土

20 日 小論文特別課外

21 月 夏季課外

22 火 夏季課外

23 水 夏季課外

24 木 全校集会・授業開始

※赤本部屋は、夏休み中も基本的に月～金は使用できます。

夏休み、
飛躍のチャンス!

2017センター試験続報
ベネッセから2017センターについての詳細が発表されました。

各大学・学部・学科別に、センター 900集計合格者の得点率と前年度

進研記述模試集計合格者平均偏差値を示したものです。３年生は現

在の自己偏差値を参考に、実際のセンター試験ではどの位の得点を

とる必要があるかを確認すること。１・２年生は現在の進研模試偏

差値と見比べながら将来受験できる国公立大学の目安にしてほしい

と思います。なお、ここに載っている以外の学校については進路指

導部まで聞きに来て下さい。

主な大学の合格者のセンター得点率および記述模試平均偏差値

大学 学部
日

程
学科 区分 方式

ｾﾝﾀｰ900集計

合格者平均

記述模試集計

合格者平均偏差値

得点率 2017年度

福島大
人文社会 前

 一般  64.9% 50.3

人間/言語文 一般 英語 68.7% 52.0

 一般 国語 63.7% 51.8

人間/地域生 一般 小論家 57.3% 49.8

 一般 小論社 67.1% 52.3

人間/数理科 一般  66.0% 51.2

人間/人間発 一般  63.3% 49.9

人間/芸術文 一般 音楽 62.9% 43.7

 一般 美術 60.0% 43.1

人間/スポ生 一般  63.9% 45.9

行政政策学類 一般  65.4% 50.9

経済経営学類 一般  65.6% 50.4

理工学群 前 共生システム 一般  60.9% 48.4

福島県立

医大
看護 前 看護 一般  61.6% 52.3

会津大 コン理工 前

 一般  63.2% 45.8

コンピュータ 一般 Ａ 63.8% 45.0

 一般 Ｂ 61.0% 48.4

茨城大

人文社会 前

 一般  73.3% 54.3

人間文化 一般  74.4% 55.2

法律経済 一般  72.9% 53.6

現代社会 一般  72.4% 54.0

教育 前

 一般  70.1% 52.1

学校/教育実 一般  70.8% 53.6

学校/英語 一般  76.2% 54.9

学校/音楽 一般  63.0% 46.7

学校/家庭 一般  69.2% 52.4

学校/技術 一般  68.9% 52.9

学校/国語 一般  72.0% 50.1

学校/社会 一般  73.4% 53.7

学校/数学 一般  69.3% 54.5

学校/美術 一般  59.7% 48.5

学校/保健体 一般  71.4% 50.6

学校/理科 一般  69.2% 55.8

学校/特別支 一般  69.7% 48.5

養護教諭 一般  69.3% 49.5

理 前

 一般  69.6% 54.9

理/数学・情 一般  68.6% 54.1

理/物理学 一般  71.2% 54.9

理/化学 一般  70.7% 57.0

理/生物科学 一般  68.3% 55.4

理/地球環境 一般  69.3% 54.1

理/学際理学 一般  68.0% 54.1

工 前

 一般  66.8% 49.6

機械工 一般  68.8% 52.3

知能シス工 一般  65.8% 48.3

電気電子工 一般  66.8% 50.0

メディア通信 一般  65.1% 46.7

情報工 一般  68.8% 51.0

都市シス工 一般  67.2% 48.4

生体分子機能 一般  64.6% 49.2

マテリアル工 一般  64.8% 48.0

工Ｂ 前 知能シス工 一般  57.6% 47.7

農 前

 一般  66.0% 54.2

食生命科学 一般  68.0% 55.6

地域/地域共 一般  63.4% 51.8

地域/農業科 一般  64.2% 53.0

夏
だ
！
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
行
こ
う
！

 【主な大学の夏休み中のオープンキャンパス予定】
 ・福島大学　８月６日(日) ９:50 ～ 14:55（予定）
             　 (秋のオープンキャンパス 10月21日(土))
 ・茨城大学　水戸キャンパス(全学部対象)　７月22日(土)
　　　　　　日立キャンパス(工学部対象)　７月29日(土)
　　　　　　阿見キャンパス(農学部対象)　７月29日(土)
 ・会津大学　８月11日(祝)
             (秋ステージ 10月７日(土)、 ８日(日))
 ・いわき明星大学　７月29日(土)・30日(日)
          (秋のオープンキャンパス ９月２日(土)、 ３日(日)  

生活スタイル 自己管理を徹底!学期中のリズムを崩さない
学習スタイル 学力の穴を意識しながら、各科目の基本を地道に学習
目 標 ＆ 計 画 適切な学習目標を設定し、無理なく着実にノルマを消化

生活スタイル

学習スタイル

目 標 ＆ 計 画

この夏、大学合格に向けて大きく飛躍するには、

どうすればいいのか?

そのヒントとなるのが、大学に合格した人の夏休

みの過ごし方だ。以下は、大学合格者の夏休みの

学習や生活について実態を分析した結果である。

夏を制するために、ぜひ参考にしてほしい。

� （蛍雪時代より抜粋）

　学校が生活・勉強のペースメーカーとなる学期中とは違って、夏休みは自己管理を徹底し、自
己責任で過ごす必要がある。その点が甘いと、学校がない開放感からついだらけてしまい、貴重
な時間の多くを無駄にすることになる。 
　大学合格者たちも、やはり自分を甘やかすことなく、受験生らしい生活を送っていたようだ。
今回のデータを見ても、早寝・早起きで無理なく十分な勉強時間を確保し、集中力を保ちながら日々
継続的に勉強する合格者像が浮かび上がってくる。誰に言われなくとも、きちんと自己管理して
節度を保ち、学期中のリズムを崩さずに過ごす。これは秋以降にも影響する、夏休みの生活の重
要な心得と言えるだろう。

　大学合格者たちが、夏休みに、具体的にどのような学習を実行したのか。夏休みの学習全体では、

「基礎・基本の理解・習得」「苦手・弱点分野の克服」「知識事項の暗記・記憶」を重視した人が多く、

学力の穴を意識しながら各科目の基本を地道に学習し、基礎力を着実に高めていく学習スタイルが

見えてくる。

　また、夏休み中、予備校や塾などの夏期講習に通ったという大学合格者も多く、うち７割以上は「役

に立った」と回答している。特に、自力で克服することが難しい苦手科目などは、夏期講習の受講

を考えてみてもよさそうだ。

　なお、日中勉強する場所（自主学習）については、「自宅外」が７割超。自宅だと気が散りがちな人は、

多くの先輩たちのように、集中できる学習環境を自宅外に求めるとよいだろう。

　いよいよ勝負の夏休み。この夏を制して、大学合格へと大きく前進した

いものだが、その前提となるのが適切な学習目標の設定だ。

　そこで、大学合格者の夏休み時点での学習段階に注目してみると、４割

弱の人は基礎力養成、６割強が基礎力養成～応用・実戦力養成に取り組ん

でいる。このデータからも、まず基礎を完成させ、学力の土台を築くことが、

夏休みに最優先すべき最重要目標だと言えるだろう。また、目標を達成するには、計画的な学習でノルマ

を確実に消化していくことが大切。大学合格者も、ほとんどの人が夏休み中の計画を立て、進捗を管理し

ながら勉強を進めている。とはいえ、彼らの計画も進捗の管理も、大多数は「おおまか」なもの。背伸び

をしすぎず、自分に合った現実的なやり方で目標を追いかけることも、成功のポイントになりそうだ。

（
高
３
）

Q 夏休み中の1日の時間の使い方は？

Q 夏休み中、勉強しなかった日数は？ Q 夏休み中、だらけず勉強に集中できた？

Q 夏休みの受験勉強全体で重視した学習は? 
　（複数選択／現役合格者のみ）

Q 夏休みの受験勉強の学習段階は?
　（現役合格者のみ） Q 学習の進行状況は自己管理していた? Q 予定した学習は実行できた?

Q 予備校や塾などの夏期講習に参加した? 
　（勉強合宿を含む）

Q 夏休みの日中、主に勉強した場所は? 
　（自主学習の場所）


